図１　救急救命士の気管内チューブによる気道確保の実施のための講習及び実習要領について（一部抜粋）


１　講習について


対象者について


救急救命士の資格を有する者（救急救命士学校養成所指定規則の一部


を改正する省令（平成１６年文部科学省・厚生労働省令第１号。以下


「改正省令」という。）の施行日（以下「新試験合格者」という。）を


除く。）





講習内容及び講習時間について


別表に定める内容を含む６２時限（１時限は５０分）以上のもので


あること








２　実習について


対象者について


　　　救急救命士の資格を有し前記１の講習を終了した者又は新試験合格者


　　であって、都道府県MC協議会又は地域MC協議会が対象として認めた


　　者。





実習内容について


　　次の①〜③の点等に留意しながら、実習生１人につき気管挿管の成功


　症例（成功症例とは、患者に有害結果を与えることなく、２回以内の試


　行で気管挿管を完了したものを言う。）を、３０例以上実施させること。


実習前日までに、実習指導医の責任の下に、患者に実習内容につい


　て十分な説明を行った上で、文書による同意を得ること。


気管挿管の試行は２回までとすること。


救急救命士が行う実習は麻酔導入時マスクによる自発呼吸下酸素吸入、導入後のマスクによる人工呼吸から喉頭展開、気管挿管、管の固定、人工呼吸再開までを原則とすること。








